
～箕輪町はセーフコミュニティを推進しています～ 

 

 報道機関各位  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 添付資料 有  無 

箕輪町に住民票を有し、平成２９年度に成人式を迎える人を対象に、便中抗原検査（検便）

でのピロリ菌検査を実施します。 

対象者とその家族にピロリ菌、胃がんについて知り、考える機会にしていただきたいと思

います。 

 

 

 

 検査方法 

検便検査で実施 

 検体（検便）提出方法 

日  程：８月１４日（月）～１６日（水） 

回収場所：役場 庁舎入口（８月１５日 １１時３０分から１３時まで） 

     健康推進課４番窓口（８月１４日～１６日 ８時３０分から１７時１５分 

     まで） 

持 ち 物：検体（検便）、問診票 

※本人ではなくご家族が提出でも構いません。 

 検査費用 

  無料 

 申し込み方法 

  電話、メール、申込書での申し込み。 

  申込者には後日検査キットを郵送。検査結果は約１か月後に通知。 

箕輪町役場健康推進課 プレスリリース  

平成 29年７月 13日 発信 

健康推進課  健康づくり支援係 
(課長) 柴宮 まゆみ (担当) 市川 直輝 
電 話：０２６５－７９－３１１１（内線）１２３ 
ＦＡＸ：０２６５－７９－０２３０ 
Ｅ‐mail：kenko@town.minowa.lg.jp 

新成人へのピロリ菌検査の実施について 

箕輪町 



平成 29年度 胃がん予防事業（ピロリ菌検査）実施計画 

 

１ 背景 

わが国では毎年約５万人が胃がんで死亡しており、この死亡者数は過去３５年あまり変化していない

と言える。大きな原因のひとつに胃がん検診の受診率低迷も考えられる。箕輪町でも、過去３年の胃が

ん検診受診率は平均２０～２２％と低迷している。 

胃がん発症とヘリコバクター・ピロリ菌の感染とは大きな関連があると言われており、このピロリ菌

感染がある場合、できる限り若いうちに除菌治療することで、萎縮性胃炎・胃潰瘍・十二指腸潰瘍と胃

がんなどの病気予防に効果的であるとわかっている。 

 

２ 目的 

胃がん検診受診率が延び悩む中で、新たな方法で若年層を中心に住民の胃がん予防に関する意識を高

め、将来的な胃がん発症を予防すること、また若年層のピロリ菌感染の実態を把握することを目的とす

る。 

 

３ 対象者  

平成２９年度成人式対象者（H８.４.２～H９.４.１生）で箕輪町の住民 

 

４ 方法  

便中抗原検査（検便） 

① ６月下旬～７月上旬に対象者へ通知。新聞や文字放送等で広報し啓発。 

② 検査希望者の申込みを受付ける。（電話、メール、申込書での受付）７月 21日(金)締切。 

③ 対象者へ検査キットを郵送。 

④ ８月１４日（月）・１５日（火）・１６（水）の８：３０～１７：１５の間に役場健康推進課

窓口（４番）にて提出可として回収。８月１５日（火）は１１：３０～１３：００受付で役

場入口にて検体回収行う。 

⑤ 約１週間で結果が出る予定。９月中旬頃までに結果通知する。 

検査結果がピロリ菌感染有（陽性）の者には、訪問して結果を届ける。 

⑥ 検査結果がピロリ菌感染有の者の、除菌状況を把握、管理。啓発と除菌勧奨をする。 

 

５ 自己負担 無料  

 


